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５－３－２ 山麓型における地区指定状況 

５－３－２－１ 山麓型・線的街路町並連続型 

山麓型・線的街路町並連続型の地区指定状況を表５－３－２－１、図５－３－２－１－

１、図５－３－２－１－２に示す。山麓型・線的街路町並連続型は、６地区のうち全ての

地区が都市計画区域内であった。 

（１）土地利用行政に関する地区指定 

都市計画で定める地区指定としては、高度地区、準防火地区が各１地区（17%）、風致地

区が２地区（33%）、都市公園が 1地区（17%）で指定されていた。都市計画で定める地区指

定以外は、農業振興地域の農用地区域以外、国立公園が各１地区（17%）で指定されていた。 

（２）観行政に関する地区指定 

景観行政に関する地区指定は、地方公共団体の自主条例に定める地区が１地区（17%）屋

外広告物条例で定める地区、歴史的風致維持向上計画で定める地区、景観計画区域、景観

重点地区等が各２地区（33%）で指定されていた。 

 

表５－３－２－１ 山麓型・線的街路町並連続型における地区指定状況 

 

凡例 ○：地区指定 有 ○※：県が策定する景観計画に定める景観計画区域  

                 ○：地区指定 有（今回の調査で新たに把握した地区指定） 

  

図５－３－２－１－１ 土地利用行政に関する地区指定状況 図５－３－２－１－２ 景観行政に関する地区指定状況 
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13 京都市嵯峨鳥居本 門前町 ○ ○ ○ ○ ○ ○

19 竹原市竹原地区 製塩町 ○ ○ ○

20 亀山市関宿 宿場町 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

71 与謝野町加悦 製織町

77 鹿島市浜庄津町浜金屋町 港町・在郷町

78 鹿島市浜中町八本木宿 醸造町

地区指定　有 1 0 1 2 0 0 1 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 1 2 2 2 2 0 0

地区指定　有の割合 17% 0% 17% 33% 0% 0% 17% 0% 0% 0% 17% 0% 0% 17% 0% 0% 0% 0% 17% 33% 33% 33% 33% 0% 0%
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５－３－２－２ 山麓型・面（直線）的街路町並連続型 

山麓型・面（直線）的街路町並連続型の地区指定状況を表５－３－２－２、図５－３－

２－２－１、図５－３－２－２－２に示す。山麓型・面（直線）的街路町並連続型は、19

地区のうち都市計画区域内 17地区（89%）、都市計画区域外が２地区（11%）であった。 

（１）土地利用行政に関する地区指定 

都市計画で定める地区指定としては、高度地区が４地区（21%）、防火地区が５地区（26%）、

準防火地区が８地区（42%）、風致地区が７地区（37%）、都市公園が 10地区（53%）、地区計

画が４地区（21%）、景観地区が３地区（16%）で指定されていた。都市計画で定める地区指

定以外では、農業振興地域の農用地区域、農用地区域以外が各３地区（16%）、風致保安林、

国定公園が各２地区（11%）、都道府県立自然公園が３地区（16%）で指定されていた。 

（２）景観行政に関する地区指定 

景観行政に関する地区指定では、地方公共団体の自主条例に定める地区が８地区（42%）、

屋外広告物条例で定める地区が 13地区（68%）、歴史的風致維持向上計画に定める地区 7地

区（37%）、景観計画区域が 14 地区（74%）、景観重点地区等が 10 地区（53%）、文化的景観

が１地区（５%）、重要文化的景観が１地区（５%）で指定されていた。 
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表５－３－２－２ 山麓型・面（直線）的街路町並連続型における地区指定状況 

 

凡例 ○：地区指定 有 ○※：県が策定する景観計画に定める景観計画区域  

                 ○：地区指定 有（今回の調査で新たに把握した地区指定） 

 
 

図５－３－２－２－１ 土地利用行政に関する地区指定状況 図５－３－２－２－２ 景観行政に関する地区指定状況 
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5 京都市祇園新橋 茶屋町 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

7 萩市平安古地区 武家町 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

12 高山市三町 商家町 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

21 柳井市古市金屋 商家町 ○ ○ ○ ○

27 京都市上賀茂 社家町 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

28 美馬市脇町南町 商家町 ○ ○ ○

31 近江八幡市八幡 商家町 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

41 出水市出水麓 武家町 ○ ○ ○ ○

45 大津市坂本 門前町 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

50 東近江市五個荘金堂 農村集落 ○ ○ ○ ○

53 美濃市美濃町 商家町 ○ ○

59 金沢市東山ひがし 茶屋町 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

62 薩摩川内市入来麓 武家町 ○ ○ ○

64 高山市下二之町大新町 商家町 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

80 豊岡市出石 城下町 ○ ○ ○ ？ ○ ？ ○ ○ ○

85 八女市黒木 在郷町 ー ー ー ー ー ー ー ー ー ○ ○

86 西予市宇和町卯之町 在郷町 ○

94 桐生市桐生新町 製織町 ○ ○ ○ ○ ○

95 安芸市土居廓中 武家町 ー ー ー ー ー ー ー ー ー ○ ○

地区指定　有 4 5 8 7 0 0 10 4 3 3 3 2 0 2 3 0 0 0 8 13 7 14 10 1 1

地区指定　有の割合21% 26% 42% 37% 0% 0% 53% 21% 16% 16% 16% 11% 0% 11% 16% 0% 0% 0% 42% 68% 37% 74% 53% 5% 5%
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５－３－２－３ 山麓型・面（混在）的街路町並連続型 

山麓型・面（混在）的街路町並連続型の地区指定状況を表５－３－２－３、図５－３－

２－３－１、図５－３－２－３－２に示す。山麓型・面（混在）的街路町並連続型は、６

地区のうち全てが都市計画区域内であった。 

（１）土地利用行政に関する地区指定 

都市計画で定める地区指定としては、高度地区、防火地区が各４地区（67%）、準防火地

区が５地区（67%）、風致地区が４地区（67%）、緑地保全地区が１地区（17%）、都市公園が

４地区（67%）、地区計画が３地区（50%）、景観地区が３地区（50%）で指定されていた。 

（２）景観行政に関する地区指定 

景観行政に関する地区指定では、地方公共団体の自主条例、屋外広告物条例で定める地

区が各５地区（83%）、歴史的風致維持向上計画で定める地区２地区（33%）、景観計画区域

が４地区（67%）、景観重点地区等が３地区（50%）、文化的景観、重要文化的景観が各１地

区（17%）で指定されていた。 

 

表５－３－２－３ 山麓型・面（混在）的街路町並連続型における地区指定状況 

 

凡例 ○：地区指定 有 ○※：県が策定する景観計画に定める景観計画区域  

                 ○：地区指定 有（今回の調査で新たに把握した地区指定） 

  

図５－３－２－３－１ 土地利用行政に関する地区指定状況 図５－３－２－３－２ 景観行政に関する地区指定状況 
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4 京都市産寧坂 門前町 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

14 倉敷市倉敷川畔 商家町 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

15 神戸市北野町山本通 港町 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

43 香取市佐原 商家町 ○ ○ ○ ○ ○

73 嬉野市塩田津 商家町

93 金沢市卯辰山麓 寺町 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

地区指定　有 4 4 5 4 1 0 4 3 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 5 5 2 4 3 1 1

地区指定　有の割合 67% 67% 83% 67% 17% 0% 67% 50% 50% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 83% 83% 33% 67% 50% 17% 17%
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５－３－２－４ 山麓型全体における地区指定状況 

山麓型全体における地区指定状況を表５－３－２－４、図５－３－２－４－１、図５－３－２－４－２に

示す。また、類型別に１地区ずつ選び地区指定状況をシートにまとめたものを図５－３－２－４－３に示す。 

山麓型に存在する地区は、31 地区のうち都市計画区域内が 29 地区（94%）であり、都市

計画区域外が２地区（６%）であった。 

（１）土地利用行政に関する地区指定状況 

都市計画に定める地区指定は、高度地区が８地区（27%）、防火地区が９地区（30%）、準防

火地区が14地区（47%）、風致地区が13地区（43%）、緑地保全地区が１地区（３%）、都市公

園が 15地区（50%）、地区計画が７地区（23%）、景観地区が４地区（13%）で指定されていた。 

都市計画で定める地区指定以外は、農業振興地域の農用地区域が３地区（10%）、農用地

区域以外が４地区（13%）、風致保安林が２地区（７%）、国定公園、都道府県立自然公園が各

３地区（10%）で指定されていた。国定公園、自然環境保全地域による指定はなかった。 

（２）景観行政に関する地区指定状況 

 景観行政に関する地区指定は、地方公共団体の自主条例に基づく地区が 14 地区（47%）、

屋外広告物条例に基づく地区が 20地区（67%）、歴史的風致維持向上計画に定める重点区域

が 11地区（37%）で指定されていた。景観計画に定める地区指定は、景観計画区域が 20地

区（67%）、景観重点地区等が 15 地区（50%）、文化的景観、文化的景観の保全に関する計画

に定める重要文化的景観が各２地区（７%）で指定されていた。 

（３）地区指定状況の特徴 

以上より山麓型は、重伝建地区周辺地域に山と市街地が広がっている地形であるため、

八女市黒木と安芸市土居廓中を除く全ての地区が都市計画区域内の地区であり、都市計画

で定める高度地区、風致地区、都市公園が多くの地区で指定されていた。ただ、同様に防

火地区や準防火地区が指定されている割合が高く、そのことが歴史的環境保全を阻害する

要因となっていると考えられる。 

土地利用行政に関する地区指定として都市計画で定める指定以外は、比較的少ないが、

重伝建周辺地域に農地や山があることからに農業振興地域、風致保安林、自然公園等が指

定されている地区も数地区存在した。 

景観行政に関する地区指定状況は、屋外広告物条例に定める地区、景観計画で定める景

観計画区域が特に多くかった。また、地方公共団体の自主条例で定める地区や、歴史的風

致維持向上計画で定める重点区域、景観重点地区等が指定されている地区も多かった。こ

のように景観行政に関する地区が全体的に多いのは、市街地において景観を阻害する建築

物が建設される可能性が高いことが要因として考えられる。 

市街地形態による細かな類型ごとに見ると、面（直線）的街町街並連続型、面（混在）的街路町並連続型は、

城下町、武家町、商家町の割合が高く、市街化した地区が多いことから都市計画に定める指定が多かった。 

 谷間型の中では、京都市嵯峨鳥居本、京都市祇園新町、京都市上賀茂、京都市産寧坂、

金沢市東山ひがし、金沢市卯辰山麓、高山市三町、倉敷市倉敷川畔、神戸市北野町山本通、

で多くの地区指定がみられ特にこれらの地区で景観保全が図られているといえる。 
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表５－３－２－４ 山麓型全体における地区指定状況 

 
凡例 ○：地区指定 有 ○※：県が策定する景観計画に定める景観計画区域  

                 ○：地区指定 有（今回の調査で新たに把握した地区指定） 

  

図５－３－２－４－１ 土地利用行政に関する地区指定状況 図５－３－２－４－２ 景観行政に関する地区指定状況 
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等

文
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的

景
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13 京都市嵯峨鳥居本 門前町 ○ ○ ○ ○ ○ ○

19 竹原市竹原地区 製塩町 ○ ○ ○

20 亀山市関宿 宿場町 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

71 与謝野町加悦 製織町

77 鹿島市浜庄津町浜金屋町 港町・在郷町

78 鹿島市浜中町八本木宿 醸造町

5 京都市祇園新橋 茶屋町 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

7 萩市平安古地区 武家町 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

12 高山市三町 商家町 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

21 柳井市古市金屋 商家町 ○ ○ ○ ○

27 京都市上賀茂 社家町 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

28 美馬市脇町南町 商家町 ○ ○ ○

31 近江八幡市八幡 商家町 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

41 出水市出水麓 武家町 ○ ○ ○ ○

45 大津市坂本 門前町 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

50 東近江市五個荘金堂 農村集落 ○ ○ ○ ○

53 美濃市美濃町 商家町 ○ ○

59 金沢市東山ひがし 茶屋町 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

62 薩摩川内市入来麓 武家町 ○ ○ ○

64 高山市下二之町大新町 商家町 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

80 豊岡市出石 城下町 ○ ○ ○ ？ ○ ？ ○ ○ ○

85 八女市黒木 在郷町 ー ー ー ー ー ー ー ー ー ○ ○

86 西予市宇和町卯之町 在郷町 ○

94 桐生市桐生新町 製織町 ○ ○ ○ ○ ○

95 安芸市土居廓中 武家町 ー ー ー ー ー ー ー ー ー ○ ○

4 京都市産寧坂 門前町 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

14 倉敷市倉敷川畔 商家町 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

15 神戸市北野町山本通 港町 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

43 香取市佐原 商家町 ○ ○ ○ ○ ○

73 嬉野市塩田津 商家町

93 金沢市卯辰山麓 寺町 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

地区指定　有 8 9 14 13 1 0 15 7 4 3 6 2 0 3 3 0 0 0 14 20 11 20 15 2 2

地区指定　有の割合 27% 30% 47% 43% 3% 0% 50% 23% 13% 10% 20% 7% 0% 10% 10% 0% 0% 0% 47% 67% 37% 67% 50% 7% 7%
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(三)伝統的建造物群及びその周囲の環境が地域的特色を顕著に示しているもの
門前町

　京都市内から清滝を経て愛宕神社へ通じる愛宕街道に沿う町並み
で、門前町の性格で、南側を丘陵に囲まれている。中程の化野念仏
寺を中心に市内側は町家風の建物、上の方は農家風の茅葺の建物が
多くなる。市街地とは異なり主屋の間口は全般的に広いのが特徴で
ある。

凡例

：第一種低層住居専用地域

：重要伝統的建造物群保存地区

0 250 500 750 1000(m)

Ｎ

国土地理院(http://watchi
zu.gsi.go.jp) の図面をベ
ースに浅野研究室で加工

全域　：景観計画区域
　　　　　(京都市景観計画）

：重要伝統的建造物群保存地区

：歴史的風土特別保存地区

：歴史的風土保存区域

：第一種自然風景保全地区

：10m高度地区

：15m高度地区

：20m高度地区

：風致地区

：屋外広告物禁止地域

：屋外広告物特別規制地区

：国指定史跡（範囲不明）

：国指定名勝（範囲不明）

　※京都市全域に屋外広告物規制区
　域の指定がされている。

凡例

0 250 500 750 1000(m)

Ｎ 国土地理院(http://watchi
zu.gsi.go.jp) の図面をベ
ースに浅野研究室で加工

：地区計画区域

凡例

Ｎ

0 250 500 750 1000(m)

：重要伝統的建造物群保存地区

：都市計画公園

：準防火地域

：特別工業地区

：防火地域

：風致地区

国土地理院(http://watchi
zu.gsi.go.jp) の図面をベ
ースに浅野研究室で加工

凡例

：重要伝統的建造物群保存地区

Ｎ

：第一種住居地域

：第二種住居地域

：近隣商業地域

：商業地域

：準工業地域

：工業地域

0 250 500 750 1000(m)

国土地理院(http://watchi
zu.gsi.go.jp) の図面をベ
ースに浅野研究室で加工

凡例凡例

ＮＮ

0 250 500 750 1000(m)0 250 500 750 1000(m)

：斜面緑地保全区域
　（金沢市斜面緑地保全条例）

：こまちなみ保存区域
　（金沢市こまちなみ保存条例）

：重要伝統的建造物群保存地区

：寺社風景保全区域
　（金沢の歴史的文化資産である寺社

　　等の風景の保全に関する条例）

国土地理院(http://watchi
zu.gsi.go.jp) の図面をベ
ースに浅野研究室で加工

国土地理院(http://watchi
zu.gsi.go.jp) の図面をベ
ースに浅野研究室で加工

：眺望景観保全区域
   (金沢市における美しい景観

　　のまちづくりに関する条例)

 景趣継承区域（金沢市景観計画）

：重要伝統的建造物群保存地区

：川筋景観区域

：旧街道街並み区域

：伝統的街並み区域

：歴史的文化象徴区域

伝統環境保存区域（金沢市景観計画）

：景観調和区域

：景趣調和区域

伝統環境調和区域（金沢市景観計画）

：商業業務区域

：都心軸区域

近代的都市景観創出区域（金沢市景観計画）

：遠望風致区域

：保全用水区域
　（金沢市保全用水条例）

：文化的景観（金沢市景観計画）

凡例凡例

ＮＮ

0 250 500 750 1000(m)0 250 500 750 1000(m)

：地区計画
　

：まちづくり協定区域
　（金沢市まちづくり条例）

　

：重要伝統的建造物群保存地区

：準防火地域

：防火地域
　

：都市公園
　

国土地理院(http://watchi
zu.gsi.go.jp) の図面をベ
ースに浅野研究室で加工

国土地理院(http://watchi
zu.gsi.go.jp) の図面をベ
ースに浅野研究室で加工

：風致地区
　（金沢市風致地区条例）

：沿道景観形成区域
　（金沢市沿道景観形成条例）

：広告物活用地区
　（金沢市屋外広告物に関する条例）

：屋外広告物禁止地域
　（金沢市屋外広告物に関する条例）

：重要伝統的建造物群保存地区

：夜間景観形成区域
　（金沢市夜間景観形成条例）

全域　：照明環境形成地域
　　　　 （金沢市夜間景観形成条例）

：重要文化的景観区域
　(金沢の文化的景観　

　　城下町の伝統と文化(保存計画))

：重点区域
　(金沢市歴史的風致維持向上計画)

：史跡及び名勝
　(金沢城跡、兼六園、尾山神社庭園)

凡例凡例

ＮＮ

用途地域図

0 250 500 750 1000(m)0 250 500 750 1000(m)

：第一種中高層住居専用地域

：第一種住居地域

：第二種住居地域

：第二種中高層住居専用地域

：準住居地域

：商業地域

：近隣商業地域

：重要伝統的建造物群保存地区

国土地理院(http://watchi
zu.gsi.go.jp) の図面をベ
ースに浅野研究室で加工

国土地理院(http://watchi
zu.gsi.go.jp) の図面をベ
ースに浅野研究室で加工

：重要伝統的建造物群保存地区

：60ｍ以下

：18ｍ以下

：15ｍ以下

：12ｍ以下

：25ｍ以下

：45ｍ以下

：31ｍ以下

：20ｍ以下
　

　高度地区

寺町

　金沢市卯辰山麓伝建地区は、起伏ある山麓の地形にあって、北国街道
から寺院へ向かって延びる参堂を基本とした独特な寺町の町割に、江戸
時代からの切妻造平入りや妻入の特徴ある寺院本堂が密度高く残ってい
る。それらは、寺院周辺の近世から近代にかけて卯辰山麓一帯に形成さ
れた町家とともに、寺町の歴史的風致を今日に良く伝えている。

（二）伝統的建造物群及び地割がよく旧態を保持しているもの

地区指定図

写真 航空写真

出典
文化庁ＨＰ
http://www.bunka.go.jp/bu

nkazai/shoukai/hozonchiku

.html

Google Map(https://maps.
google.co.jp/)の図面をベ
ースに浅野研究室で加工

種別

選定基準

解説文

山麓型･面(混在)的街路町並連続型
金沢市卯辰山麓伝建地区

地区指定
状況の特徴

地区指定図 用途地域図

地区指定図 用途地域図

写真 航空写真

出典
文化庁ＨＰ
http://www.bunka.go.jp/bu

nkazai/shoukai/hozonchiku

.html

Google Map(https://maps.
google.co.jp/)の図面をベ
ースに浅野研究室で加工

種別

選定基準

解説文

山麓型･線的街路町並連続型
京都市嵯峨鳥居本伝建地区

地区指定
状況の特徴

地区指定図 用途地域図

写真 航空写真

出典
文化庁ＨＰ
http://www.bunka.go.jp/bu

nkazai/shoukai/hozonchiku

.html

Google Map(https://maps.
google.co.jp/)の図面をベ
ースに浅野研究室で加工

種別

選定基準

解説文

山麓型･面(直線)的街路町並連続型
桐生市桐生新町伝建地区

地区指定
状況の特徴
出典
文化庁ＨＰ
http://www.bunka.go.jp/bunka

zai/shoukai/hozonchiku.html

出典
文化庁ＨＰ
http://www.bunka.go.jp/bunka

zai/shoukai/hozonchiku.html

出典
文化庁ＨＰ
http://www.bunka.go.jp/bunka

zai/shoukai/hozonchiku.html

山麓型における類型別の地区指定状況

図５－３－２－４－３　山麓型における類型別の地区指定状況

　京都市嵯峨鳥居本伝建地区は、都市計画区域内であり用途地域に加えて、
高度地区、風致地区が都市計画で指定されている。都市計画で定める指定以
外で土地利用行政に関する指定としては、風致地区が指定されている。
　景観行政に関する指定としては、条例に定める歴史的風致特別保存地区・
歴史的風致保存区域・第一種自然風景保全地区、屋外広告物条例に定める屋
外広告物禁止地域・屋外広告物特別規制地区、京都市の景観計画で定める景
観計画区域、重点景観計画区域が指定されている。

　金沢市卯辰山麓伝建地区は、都市計画区域内であるため用途地域に加えて、高度地
域、風致地区、都市公園、防火地域、準防火地域等様々な都市景観で定める地区が指
定されている。都市計画で定める指定以外で土地利用行政に関する指定はない。景観
行政に関する指定としては、金沢市の条例で定めるこまちなみ保全区域や寺社風景保
全区域など数多くの地区が指定されている。また、金沢市の景観計画で定める景観計
画区域、景観形成区域、文化的景観等が指定されており、景観形成区域においては大
きく伝統環境保全区域、伝統環境調和区域、近代都市景観創出区域に分かれておりさ
らにその中で細かくゾーン分けがされている。

地区指定図

地区指定図

地区指定図

製織家
（二）伝統的建造物群及び地割がよく旧態を保持しているもの

　桐生市は群馬県の東端中央部に位置し、市域はみどり市を挟み東西二つ
の区域からなる。敷地の構成は、通りに面して建物もしくは塀を建てる。
通しに面する建物は店舗専用の建築、店舗付住宅に加え、事務所建築も見
られる。さらに、借家として長屋が建てられる場合もある。

　桐生市桐生新町伝建地区は、都市計画区域内であり用途地域に加えて風
致地区、都市計画公園、特別工業地区、準防火地域、防火地域、地区計画
が都市計画で定められている。都市計画で定める指定以外で土地利用行政
に関する指定はない。景観行政に関する指定はない。
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